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この度は、計測会より「海外研究発表者への支援金」の受給者としてご採択いただき、心より御礼申し 

上げます。私は 2026 年 8 月 9 日から 8 月 14 日までの 6 日間、韓国・ソウルにて開催された国際会議 

「XXXVII IUPAP Conference on Computational Physics (CCP2026)」に参加いたしました。 

本会議は、計算理論、アルゴリズム、シミュレーション技法およびその応用に関する最新研究が幅広く集う、 

計算物理学分野において世界最大規模の国際会議です。私は本会議において、「円柱障害物周りのアク 

ティブブラウン粒子による結晶化」と題した研究成果を発表いたしました。本研究は、自己駆動能を持つ 

アクティブブラウン粒子系において、粒子の数密度や円柱の直径を変化させた際の結晶化挙動を調査した 

ものです。GPU に特化したシミュレーションライブラリ「HOOMD-blue」を用いた数値計算により、円柱サイズ 

に依存した特異な結晶成長と、それに続く結晶の崩壊現象を確認した旨を報告いたしました。 

会期中は、世界各国の著名な研究者による最先端の講演を聴講し、大いに知見を広げることができまし 

た。また、自身の発表においても複数の方からご質問をいただき、発表後には今後の研究の発展に向けた 

アドバイスをいただくなど、濃密な議論を交わすことができました。初めての国際会議参加であり、拙い英 

語での発表ではありましたが、熱心に耳を傾けていただき、大きな自信と課題を得る契機となりました。 

さらに、ソウルでの滞在期間中は、現地の文化や研究者との直接の交流を通して、オンラインでは得られ 

ない貴重な経験を積むことができました。今後は、本渡航で得られた知見や刺激を糧に、より一層研究活 

動に邁進していく所存です。 

最後になりますが、このような貴重な機会を与えてくださり、手厚いご支援を賜りました計測会の皆様に、

重ねて深く感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 筆者が質疑応答をしている様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

写真 2 研究室のメンバーとの記念写真(一番左が筆者) 

 

 


